
数 学 （１／２）

受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　一般選抜入学試験問題（前期日程）

１日目

点

　　次の各問に答えよ。 

⑴                  　2次関数  y＝4x2＋2（a－2）x＋3a＋1  のグラフが x軸に接するように，定数 aの値を定めよ。また，そのときの

接点の座標を求めよ。

⑵　 qは  0°＜q＜180°とする。tan ＝   のとき，tanq，cosq，cos2qの値をそれぞれ求めよ。2 
3

q  
2

⑶　2つの円  x2＋y2－2x－2y－7＝0，x2＋y2－12x－26y－k＝0  が外接するとき，定数 kの値を定めよ。
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数 学 （２／２）

受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　一般選抜入学試験問題（前期日程）

１日目

点

　　2次関数 f (x)が  x＝－2  で最大値をとり，f (1)＝－35，f‘ (1)＝－24  を満たすとき，次の各問に答えよ。 
⑴                  　f (x)を求めよ。 
⑵　曲線  y＝f (x)と3直線  y＝x＋4，x＝－3，x＝－1  で囲まれた図形の面積を求めよ。

　　袋の中に大きさが等しい赤玉2個，青玉3個，白玉4個が入っている。次の各問に答えよ。 

⑴                  　袋からすべての玉を取り出して1列に並べるとき，赤玉が連続して並ぶ確率を求めよ。 

⑵　袋から4個の玉を取り出すとき，この中に赤，青，白すべての色の玉が含まれている確率を求めよ。
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数 学 （１／２）

受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　一般選抜入学試験問題（前期日程）

２日目

点

　　次の各問に答えよ。 

⑴                  　方程式  x2＋5x＋5＝0  の解のうち小さい方を aとするとき，a4の値を求めよ。

⑵　 △ABCにおいて，∠B＝60°，AB＋BC＝ 1  とする。このとき，辺BCを 1：3 に内分する点をPとすると，　

線分APの長さが最小となるようなBCの長さを求めよ。

⑶　方程式  log2（x－1）＝ log4（ ）＋1  を解け。3－x 
4

1

総点



数 学 （２／２）

受験番号 氏 名

令和７年度　崇城大学　一般選抜入学試験問題（前期日程）

２日目

点

　　a，bを定数とする。関数 f (x)＝x3＋ax2＋b  について，次の各問に答えよ。 

⑴                  　a＝0  のとき，曲線  y＝f (x)が直線  y＝6x  と接するような bの値を求めよ。 

⑵　a＞0  のとき，方程式  f (x)＝0  が異なる3つの実数解をもつような bの値の範囲を aで表せ。

　　第6項が11，初項から第6項までの和が36である等差数列 ｛an｝ がある。次の各問に答えよ。 

⑴                  　一般項 anを求めよ。 

⑵　b1＝－1，bn＋1＝（n＋1）an＋bn　（n＝1，2，3，……）  によって定まる数列 ｛bn｝ について，一般項 bnを求めよ。

2
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1 ⑴ y ＝ 4（x＋
a－2
4 ）

2

－
（a－2）2

16
＋3a＋1＝ 4（x＋

a－2
4 ）

2

－
1
4

a2＋4a

頂点の y 座標が 0であればよいので－
1
4

a2＋4a ＝ 0

－a（a－16）＝ 0

∴ a ＝ 0，16

頂点の x 座標は－
a－2
4

であるから

a ＝ 0のとき，接点の座標（ 1
2
，0），a ＝ 16 のとき，接点の座標（－

7
2
，0）　　……（答）

⑵ 2倍角の公式より　tanθ＝
2tan

θ
2

1－ tan2 θ
2

＝
2・

2
3

1－（ 2
3 ）

2 ＝

4
3

1－
4
9

＝

4
3
5
9

＝
12
5
　　……（答）

また，三角関数の相互関係より　1＋ tan2θ＝
1

cos2θ なので

cos2θ＝
1

1＋ tan2θ
＝

1

1＋（12
5 ）

2 ＝
1
169
25

＝（ 5
13）

2

ここで，0°＜θ＜ 180°において tanθ＞ 0なので 0°＜θ＜ 90°

よって　cosθ＞ 0　ゆえに　cosθ＝
5
13

　　……（答）

次に，2倍角の公式より　 cos2θ＝ 2cos2θ－1 ＝ 2・（ 5
13）

2

－1 ＝－
119
169

　　……（答）

⑶ 2つの円の方程式はそれぞれ

x2＋y2－2x－2y－7＝ 0

　　

⇒

⇒（x2－2x＋1）＋（y2－2y＋1）＝ 7＋1＋1

　　

⇒

⇒（x－1）2＋（y－1）2 ＝ 32

および

x2＋y2－12x－26y－k ＝ 0

　　

⇒

⇒（x2－12x＋36）＋（y2－26y＋169）＝ k＋36＋169

　　

⇒

⇒（x－6）2＋（y－13）2 ＝ k＋205

と変形できるので，これらは「点（1，1）を中心とする半径 

3 の円」と「点（6，13）を中心とする半径 k＋205の円」

を表す。

　この 2つの円が互いに外接するのは半径の和が中心

間の距離に等しいときだから，

　 3＋ k＋205 ＝ （6－1）2＋（13－1）2 ＝ 13

∴  k＋205 ＝ 10

∴ k ＝－ 105　　……（答）

k＋205

（6，13）

（1，1）

3

数学（一般前期　１日目）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部

-78-



1 ⑴ 解の公式を用いて，2次方程式 x2＋5x＋5＝ 0を解くと，

x ＝
－5± 52 － 4・1・5

2・1
＝

－5± 5

2

したがって，α＝
－5－ 5

2
＝

－ 5（ 5＋1）

2
であるので，

　　α4 ＝
25（ 5＋ 1）4

16
＝

25（25＋4・5 5＋6・5＋4・ 5＋1）

16
＝

25（56＋24 5）

16
＝

25（7＋3 5）

2

よって，α4 ＝
175＋75 5

2
　　……（答）

⑵ BC ＝ x とおくと，AB ＝ 1－x，BP ＝
x
4

余弦定理より

AP2 ＝（ 1－x）2＋（ x
4 ）

2

－2・（1－ x）・
x
4
・

1
2

＝
21x2－36x＋16

16

ここで，21x2－36x＋16 ＝ 21（x2－
12
7

x）＋16

＝ 21（x －
6
7 ）

2

＋
4
7

よって，x ＝
6
7 のとき，AP の長さは最小となる。　　……（答）

⑶ 与式の真数条件より x－1＞ 0，
3－x
4

＞ 0

　　∴ 1 ＜ x ＜ 3　　……①

与式の右辺は

log4（3－x）－ log4 4＋1 ＝ log4（3－x）＝
log2（3－x）

log2 4
＝

log2（3－x）
2

であるから，与式は

log2（x－1）2 ＝ log2（3－x）

（x－1）2 ＝ 3－x

 x2 － x － 2＝ 0

　（x＋1）（x－2）＝ 0

真数条件①より

　　∴ x ＝ 2　　……（答）

数学（一般前期　２日目）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部

-81-

2 ⑴ f（x）＝ ax2＋bx＋c とおく。f '（x）＝ 2ax＋b

x ＝－2で最大値をとるので f '（－2）＝ 0となる。

f '（－2）＝ 0，f '（1）＝－24，f（1）＝－35 より

　　－4a＋b ＝ 0

　　2a＋b ＝－24

　　a＋b＋c ＝－35

この連立方程式を解いて，a ＝－4，b ＝－16，c ＝－15

よって，f（x）＝－4x2－16x－15　　……（答）

⑵ f（x）の最大値が f（－2）＝ 1であり，

y ＝ x＋4の－3≦ x ≦－1における最小値が 1であるから，

－3≦ x ≦－1において f（x）≦ x ＋4

よって，求める面積 S は

S ＝∫
－1

－3
｛（x ＋4）－（－4x2－16x－15）｝dx

＝［ 4
3

x3＋
17
2

x2＋19x］
－1

－3

＝
14
3
　　……（答）

3 ⑴ 9個の玉を並べる並べ方は 9!通りである。

そのうち赤玉が連続して並ぶときの並べ方は，まず赤玉を一つとして考えて 8 個の並べ方は 8!

通り，次に赤玉 2 個の並べ方は 2 通りであるから，合わせて 2・8! 通りである。よって，求め

る確率は

2・8!
9! ＝

2
9
　　……（答）

⑵ 袋から 4個を取り出す場合の数は

9C4 ＝
9・8・7・6
4・3・2・1

＝ 126

取り出し方で場合わけをすると，赤 2個，青 1個，白 1個である場合の数は

　　2C2・3C1・4C1 ＝ 1・3・4 ＝ 12

赤 1 個，青 2個，白 1個である場合の数は

　　2C1・3C2・4C1 ＝ 2・3・4 ＝ 24

赤 1 個，青 1個，白 2個である場合の数は

2C1・3C1・4C2 ＝ 2・3・
4・3
2・1

＝ 36

したがって，赤，青，白すべての色の玉が含まれている確率は

12＋24＋36
126

＝
72
126

＝
4
7
　　……（答）

数学（一般前期　１日目）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部
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6
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4
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与式の右辺は
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数学（一般前期　２日目）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部

2 ⑴ f（x）＝ ax2＋bx＋c とおく。f '（x）＝ 2ax＋b

x ＝－2で最大値をとるので f '（－2）＝ 0となる。

f '（－2）＝ 0，f '（1）＝－24，f（1）＝－35 より

　　－4a＋b ＝ 0

　　2a＋b ＝－24

a＋b＋c ＝－35

この連立方程式を解いて，a ＝－4，b ＝－16，c ＝－15

よって，f（x）＝－4x2－16x－15　　……（答）

⑵ f（x）の最大値が f（－2）＝ 1であり，

y ＝ x＋4の－3≦ x ≦－1における最小値が 1であるから，

－3≦ x ≦－1において f（x）≦ x ＋4

よって，求める面積 S は
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－1

－3
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＝［ 4
3

x3＋
17
2

x2＋19x］
－1

－3
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14
3
　　……（答）

3 ⑴ 9個の玉を並べる並べ方は 9!通りである。

そのうち赤玉が連続して並ぶときの並べ方は，まず赤玉を一つとして考えて 8 個の並べ方は 8!

通り，次に赤玉 2 個の並べ方は 2 通りであるから，合わせて 2・8! 通りである。よって，求め

る確率は

2・8!
9! ＝

2
9
　　……（答）

⑵ 袋から 4個を取り出す場合の数は

9C4 ＝
9・8・7・6
4・3・2・1

＝ 126

取り出し方で場合わけをすると，赤 2個，青 1個，白 1個である場合の数は

2C2・3C1・4C1 ＝ 1・3・4 ＝ 12

赤 1 個，青 2個，白 1個である場合の数は

2C1・3C2・4C1 ＝ 2・3・4 ＝ 24

赤 1 個，青 1個，白 2個である場合の数は
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12＋24＋36
126

＝
72
126

＝
4
7
　　……（答）

数学（一般前期　１日目）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部
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1 ⒜ 6個のさいころの目の出方は全部で 66（通り）

このうち，6個すべてが同じ目となるのは 6（通り）

よって，求める確率は
6
66 ＝

1
7776　　……（答）

⒝ 2種類の目の組合せは 6C2（通り）あり，各組合せにおいて

例えば，（1，2）の目の出方は，4個の 1と 2個の 2または 4個の 2と 2個の 1の

並べ方より
6!
4!2! ×2（通り）である。

他の組合せについても同様だから，題意を満たす目の出方の総数は

6C2×（ 6!
4!2! ×2）＝ 450（通り）

よって，求める確率は
450
66 ＝

25
2592

　　……（答）

【⒝の別解】

2種類の目の組合せは 6C2 ＝ 15（通り）あり，各組合せにおいて

例えば，（1，2）の目の出方は，1が 4回と 2が 2回または 2が 4回と 1が 2回の

2通りあるので，目の出方の総数は 15×2 ＝ 30（通り）である。各目の出方において

例えば，1が 4回と 2が 2回出る確率は 6C4（ 1
6 ）

4

（ 1
6 ）

2

＝
15
66 であるから

求める確率は
15
66 ×30 ＝

25
2592

　　……（答）

⑴

⒜ 2次方程式 x2－2（a2－1）x＋a4－3a2＋a＋7＝ 0の判別式を D とすると，

D ≧ 0であればよい。

D
4

＝（a2－1）2－（a4－3a2＋a＋7）

＝ a4－2a2＋1－a4＋3a2－a－7

＝ a2－a－6

＝（a＋2）（a－3）≧ 0

よって，x 軸と共有点をもつような a の値の範囲は a ≦－2，3≦ a　　……（答）

⒝ y ＝ x2－2（a2－1）x＋a4－3a2＋a＋7を平方完成すると，

 y ＝ x2－2（a2－1）x＋（a2－1）2－（a2－1）2＋a4－3a2＋a＋7

＝｛x－（a2－1）｝2－（a2－1）2＋a4－3a2＋a＋7

＝｛x－（a2－1）｝2－（a4－2a2＋1）＋a4－3a2＋a＋7

＝｛x－（a2－1）｝2－a2＋a＋6

したがって，放物線の頂点の座標は，（a2－1，－a2＋a＋6）である。

頂点が第 1象限にあるとき，a2－1 ＞ 0 かつ－a2＋a＋6＞ 0となる。

この 2つの不等式を解くと，（a＋1）（a－1）＞ 0より a ＜－1，1＜ a，

（a＋2）（a－3）＜ 0より－2＜ a ＜ 3

よって，a の値の範囲は－2＜ a ＜－1，1＜ a ＜ 3　　……（答）

⑵

数学（一般前期　１日目）
薬学部

-83-

a ＝ 0のとき，f（x）＝ x3＋b　なので　 f '（x）＝ 3x2

よって　y ＝ f（x）上の点（ t，f（ t））における接線の方程式は

y ＝ 3t2（x－ t）＋ t3＋b　より　y ＝ 3t2x － 2t3 ＋ b

これが　直線 y ＝ 6x と一致するので　
3t2 ＝ 6  ……①

－2t3＋b ＝ 0 ……②

①より t ＝ ± 2　　ゆえに②より　　b ＝ ±4 2　　……（答）

⑴

f（x）＝ x3＋ax2＋b　より　f '（x）＝ 3x2＋2ax ＝ x（3x＋2a）

f '（x）＝ 0とすると　x ＝ 0，－
2a
3

よって，a ＞ 0のとき f（x）の増減表は次のようになる。

x …
－2a
3

… 0 …

f '（x） ＋ 0 － 0 ＋

f（x） →
4
27

a3＋b → b →
極大 極小

f（x）＝ 0が異なる 3つの実数解をもつためには 
4
27

a3＋b ＞ 0　かつ　b ＜ 0　であればいい。

ゆえに －
4
27

a3＜b ＜ 0　　……（答）

⑵

2

漸化式 bn ＋ 1 ＝（n＋1）an ＋ bn に⑴の結果を代入すれば，

 bn ＋ 1 ＝（n＋1）（2n－1）＋ bn ＝ bn＋（2n2＋n－1）

したがって，n ≧ 2のときは

　　　bn ＝ b1＋
n－1

∑
k＝1
（2k2＋k－1）

＝（－1）＋2・
1
6

n（n－1）（2n－1）＋
1
2

n（n－1）－（n－1）

＝－1＋
1
3
（2n3－3n2＋n）＋

1
2
（n2－n）－n＋1

＝
2
3

n3－
1
2

n2－
7
6

n

これは n ＝ 1のときも

b1 ＝
2
3
・13－

1
2
・12－

7
6
・1 ＝

4－3－7
6

＝－1

となり成立するので，

bn ＝
2
3

n3－
1
2

n2－
7
6

n　　……（答）

［ 1
6
（4n3－3n2－7n）や

n
6
（n＋1）（4n－7）等も可］

⑵

等差数列｛an｝の初項を a，公差を d とおくと，一般項は

an ＝ a＋（n－1）d

であり，また初項から第 n 項までの和を Sn とすると

Sn ＝
n
2
｛2a＋（n－1）d｝

と表される。今，

　　a6 ＝ 11　より　　a＋5d ＝ 11　……①

　　S6 ＝ 36　より　　
6
2
・（2a＋5d）＝ 36　　∴ 2a＋5d ＝ 12　……②

ここで①，②を a，d についての連立方程式として解けば，

　　　a ＝ 1，d ＝ 2　　　∴ an ＝ 1＋2（n－1）＝ 2n－1　　……（答）

⑴3

数学（一般前期　２日目）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部




